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安中市は群馬県の西南部に位置し、上毛三山に固まれた田園都市です。秋間川下流遺跡群は市

の北方に位置する秋問丘陵を流れる秋間川が九十九川と合流する合流点の上流に位置します。

この地区は、浅間の軽石や河川の氾濫による土砂の堆積により遺跡が覆われている可能性が考

えられ、平成7年度から平成 10年度にかけて担い手育成基盤整備事業秋問川下流地区ほ場整備

に先がけ発掘調査を行いました。

調査区の多くは河川の氾濫によるものと思われる堆積物が確認されましたが、その堆積物の下

に遺構面はなく、河川の氾濫時に遺構そのものが流されてしまったようです。その中で比較的河

川の蛇行の内側に位置する沼田遺跡で天明 3年に降下した浅間のA軽石に覆われた畑の跡が確認

されました。畑は畝もしっかりとした状態で確認され、自然化学分析の結果、イネとムギ類が栽

培されている可能性が認められました。

発掘調査は、このような遺跡の様子を後世の人々に伝えてゆくために記録保存の措置を講ずる

ためのものです。

こうした埋蔵文化財は、かけがえのない郷土の遺産であります。市民の皆様にも郷土の歴史を

学習していただけるよう、社会教育、学校教育の場で広く活用を図り、文化財愛護の精神を広く

普及するよう努めてゆく所存です。

終わりに、発掘調査に御協力していただいた地元の皆様や、調査に従事していただいた大勢の

方々にはこの場を借り厚く御礼を申し上げたいと存じます。

平成 12年 3月

安中市教育委員会

教育長 高橋重治



仁ゴ

1 本書は平成7年度から平成 10年度に安中市が実施した担い手育成基盤整備事業秋間川下

流地区ほ場整備に伴う秋間川下流遺跡群(略称B-10)の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 発掘調査は平成7年度から平成 10年度に実施し、遺物整理は発掘調査後平成 11年度ま

での間随時実施した。

3 発掘調査は安中市教育委員会社会教育課文化財係主任千田茂雄が担当した。

4 遺物整理及び本書の編集、執筆は千田が行った。

5 遺構の写真撮影は千田が行った。航空写真は(有)青高館に委託して行った。

6 遺構の版組、写真図版の作成は、千田、鬼形敦子、伊藤佳奈子、須藤明子、広上良枝、飯

塚礼子が行った。

7 調査区の国家座標取付及び、測量基準杭の設置は(株)大成測量が実施した。

8 今回の調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

9 発掘調査及び遺物整理の期間中多くの方々に有益な指導、助言、協力を行っていただいた。

また発掘調査及び、遺物整理に従事していただ、いた方に厚くお礼申し上げます。
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凡例

沼田遺跡A区 .B区・ C区全体図の縮尺は 1/200 である。

土層説明中での記号、略称は次の通りである。遺物実測図の縮尺は次のとおりである

色調く:より明るい方向を示す(例 1く2: 1より 2の方が明るい)

しまり、粘性 @:あり、 0:やゃあり、ム:あまりない、 X:なし

混入物 @:大量、 0:多量、ム:少量、*:若干、 X:なし、

As-A:浅間A軽石、鉄分:鉄分沈着
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I 調査に至る経過

平成6年安中市土地改良課より、担い手育成基盤整備事業秋間川下流地区ほ場整備に係る埋蔵

文化財の取り扱いに関する協議を行いとの申し出が市教育委員会にあった。該当地区は、秋間川

が九十九川に合流する合流点上流の両河川敷部分で、現況に於いて水田耕作や畑作が行われてい

た。市教委では過去に九十九川沿岸の圃場整備事業に伴って発掘調査を実施しており、その調査

によって多くの水田跡を確認している。今回の場合も、浅間B軽石およびB軽石を含む河川氾濫

堆積士に覆われた水田遺構が存在する可能性が充分に考えられるため、その旨を市土地改良課に

回答した。

その後、市土地改良課と市教育委員会の間で文化財保護のための協議を行った。協議は、文化

財保護のための計画変更をも含め再三にわたり行われた。

しかし、将来の農業振興にとって担い手育成基盤整備は不可欠であり、地元地権者の要望も大

きいことから当初の計画どおり事業を実施することとなった。

そのため、市教育委員会では事業実施により埋蔵文化財に影響を受ける部分について発掘調査

を実施し、記録保存の措置を講ずることとなった。

E 調査の方法と経過

調査は各年度の事業実施地区毎に行った。まず、対象地区内で埋蔵文化財に影響を及ぼす部分

について遺構の有無を確認するために試掘トレンチを設定した。そして、遺構が確認できたトレ

ンチは、それを中心に埋蔵文化財が破壊されてしまう範囲について本調査を行った。

しかし今回の対象地区内に於いては、平成 10年度に調査を行った沼田遺跡以外は全ての地区

で遺構を確認することは出来なかった。

本調査はまず、調査区全体に 100mX100mの大グリッドと、 4mX4mの小グリッドを

併用して設定した。グリッドの呼称は北西隅を基点として北から南へアルファベットでA、B、

C…Y、西から東へ算用数字で l、2、3…と 4進法 (m)で呼ぶことにした。そして、南北方

向はアルファベットの先頭に 1、2、 3…と算用数字を付けて、 100mでアルファベットが一

巡するようにし、 Aのラインを大グリッドのラインとした。また、東西方向は 25 n十 1 (n= 

O、 1、2、 3)のラインを大グリッドのラインとした。また調査区内に数点基準点を設け、座

標値を国家座標に取り付けた。 A-1はX=37873.134、Y=-84731. 531、
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B-1はX=37859.350、Y=-84712.284である。

発掘調査は、平成7年度から平成 10年度までの問、事業実施に先立ち行われた。調査は埋蔵

文化財に影響を及ぼす道路・水路・切士部分に沿って試掘トレンチを設定し、ハ守ックホーにより表土

の掘削を行った。遺構の確認された部分についてはそのまま本調査に移行し、遺構確認、遺構精

査、写真撮影、平面図・土層堆積図の作成を行った。

整理作業は、調査終了後断続的に行い、遺構図面の整理、写真整理等を行った。

E 遺跡の地理的・歴史的環境

本遺跡のある秋問地区は、安中市の北部榛名火山の南に位置し、東流する烏川と秋問川に挟ま

れて秋問E陵がある。秋間E陵の南には、秋間川が支流の般若沢川、久保川、神水川、苅稲川、

日向川などを集めて東流している。支流の多くは秋問川の左岸にあって、秋間丘陵を浸食してい

くつもの舌状地形を形成している。秋間川流域には、小規模な砂磯堆積物からなる沖積低地が河

川にへばりつくように分布し、現在主に水田として耕作されている。集落の多くは標高 150m

~3 0 Omのところにあって、秋間川流域近くに分布している。

本遺跡はこの秋間川が秋問丘陵の東南端で九十九川と合流する合流点の上流に位置している。

調査対象地区の両河川敷は、前記したごとく現状に於いて水田耕作・畑作が行われている。

次に、本遺跡の周辺秋間丘陵を中心に他の遺跡を概観してみたい。

秋間丘陵には丘陵のかなりの面積を締めて秋間古窯跡群が存在する。秋問古窯跡群は 7世紀か

ら9世紀にかけて、県内最大の面積を誇り、詳細分布調査により約 50の支群からなることが確

認されている。 No.17二反田遺跡は秋問古窯跡群の 1支群にあたる。

また北陸新幹線建設に伴い群馬県埋蔵文化財調査事業団が神水遺跡、笹田遺跡、稲貝戸遺跡、

中島遺跡、中秋問甲木ノ巣谷津 I遺跡の 5遺跡を発掘調査している。これらの遺跡からは、近世

前半から後半の水田と思われる遺構や炭窯が検出されている。また、 JR東日本が行う安中榛名

駅周辺住宅開発に伴い市教委で北原遺跡、内出城、野村遺跡を調査している。野村遺跡からは、

縄文時代中期後半の環状列石が発見されている。このほか安中榛名駅へのアクセス県道建設に伴

い北原遺跡、上久保遺跡が調査されている。また市道建設に伴い下受地・十二遺跡がある。との

遺跡からは縄文時代前期、中期、後期、古墳時代前期、奈良・平安時代の遺構と遺物が確認されて

いる。このほか周辺には二軒茶屋古墳、磯貝塚古墳、旧秋間村7号墳、万福原古墳など、 7世紀

から 8世紀にかけての古墳が多く存在している。さらにこの地域には中世城館祉が多数存在する。

-2-



o
 

制 H 図 葉 直 」 一 「 司 罰 跡 事 覗 什 } 刷 出 醐 事

む
3

e
 

N G C 口 H

γ 党 耳 」 一 寸 志 湖 凶 富 山 線

∞ い 増 減 岡 叶 前

ω 共 同 判 ・ 」 v h F 荊 岡 田 場

品 議 河 結 叶 部

目 ι 口 湖 同 協 事

m . 1 4 正 義

? 1 1 W 州 選 ・ 斗 ハ け 同 翠

∞ 鳴 き 酬 明 事

由 議 決 出 岬 事

H 0 ・ 甫 田 跡 事

己 ・ 部 河 川 脳 陣 明

H N 凶 叫 朝 国 同 附 事

ロ 一 由 党 週 弐 吋 1 相 時 帰

ド 中 門 廿 加 同 師 事

H 印 凶 前 凋 叶 節

目 白 ' 〉 附 味 料 伴

ロ ・ 川 河 田 陣 翠



平成 7f1'1.Ji側代

企創出年n
wu
 

約
也lμ 平

平成10fl'!立制夜

o 500m 

第 2図 秋間川下流遺跡群年度別捌査位置図
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N 層序

沼田遺跡の基本層序は第5図のとおりである。今回の遺跡は低地の遺構のため、安中市内の台

地上の遺跡の層序とは合致しない。

cm 

0 

巳

As-A 

思暗灰褐色士

三灰色士

山地土
圏砂50 

畠状遺構

第5図基本層序柱状図
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V 秋間川下流遺跡群概要

前記したとおり、秋問川下流遺跡群は平成7年度から平成 10年度にかけ担い手育成基盤整備

事業秋問川下流地区ほ場整備に伴い発掘調査を実施した。調査区域内は秋問川の河川敷で、現在

もそのほとんどの部分が水田として耕作が行われている。市教委では過去に九十九川沿岸遺跡群

として、河川敷に広がるAs-B軽石直下の水田跡を調査しており、今回も水田等の遺構が存在

する可能性が強いと予想し調査を始めた。

水田祉の場合、現耕作士の上面に遺物などの散乱はなく、分布調査によってその存在を推測す

ることは難しい。今回の調査も、まずは遺構に影響が及ぶ分の試掘調査を行う事から始めた。

試掘調査を行うと、ほとんどの部分で河川の氾濫によると考えられる堆積土が確認できるもの

の、 As-BやAs-Aの純!言及び二次堆積土は確認できなかった。それだけではなく、本来水

田吐等を確認する土壌自体が河川の氾濫時に流失してしまっているようで確認することが出来な

かった。

当初の予想に反し確実な遺構は確認できず、河川|氾濫による土壌の流失という事実を目の当た

りにし、その勢いの強さに驚きを覚えることとなった。

遺構は、最終調査年度の 10年度調査に於いて、初めて確実なものを確認した。次にその沼田

遺跡について概観したい。

VI 沼田遺跡概要

沼田遺跡は、平成 10年度調査地区内で確認された。秋問川と九十九川が合流する合流点の上

流約2.5kmの秋間川右岸に位置する。現河川は秋間丘陵側に大きく蛇行し、沼田遺跡のある部分

は河川敷から続く平坦地が広がっている。

試掘調査の結果、河川から離れ、丘陵地を背にした部分でAs-A軽石の純層と、二次堆積を

確認した。そしてこれらの層の直下から、水田及び畑を思わせる遺構を確認した。

調査の都合上、上流部分からA区、 B区、 C区と 3区に分け調査を行った。

A区からは約 120cm間隔で幅約40cm、高さ約 20cmの畦状の区画が確認できた。土壌は一

般的な水田土壌の様相を示すものの、 1 20cm間隔といった狭い区画で、また横方向に区画する

畦状の遺構も見あたらないことが注目される。
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B区は、 A区に隣接するものの遺構の様相は異なっている。幅約40cm、高さ約 30cmとかな

深くしっかりとした畝状の区画が幅約 70cm間隔で確認された。またそれらを横あるいは斜め

-向に区画する幅約 50cm、高さ約 30cmの通路を思わせる畝状の遺構を確認した。

B区の覆士は、 As-Aが遺構直上を厚く覆っていて、堆積状態を観察すると純層のように見

Fたが、自然化学分析によってAs-Aの撹乱層であることがわかった。

C区は、 B区と遺構の状態は同様だが、幅約 50cm、高さ約 10 cmと幅広で高さの低い畝状の

討蕃となる。

C区の覆土もB区と同様に遺構直上を厚く覆っている。しかし、自然化学分析によりこちらの堆

iはAs-Aの純層であることが確認された。
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vn まとめ

平成7年度から平成 10年度にかけ、 4年間に渡り秋間川下流遺跡群の調査を行ってきた。前

記したごとく、当初の予想に反し大半の部分で遺構を確認することが出来なかった。過去に調査

した九十九川沿岸遺跡群に於いては、河川氾濫による遺構面の流失は所々認められたが、大半は

河川氾濫の堆積士に覆われ、良好な状態で遺構を確認することが出来た。しかし、秋間川下流遺

跡群の場合、遺構面そのものの土壌が流失してしまっていて、河川氾濫による堆積士の直下がそ

のままレキ層になってしまう部分が多かった。しかし、これはもともと水田などの生産遺構が形

成されていなかった事も考えられるが、発掘調査に於いてそれを確実に確認することは出来なか

った。

平成 10年度に確認された沼田遺跡は、蛇行する河川から離れた最もE陵よりに位置し、水害

の影響が少なかったであろう事は、現況からも容易に推測することが出来る。

沼田遺跡はA区とB区・ C区で確認された遺構の様相に違いがみられるが、いずれにせよ、植物

珪酸体分析によってイネの栽培されていた可能性が強いことが確認されている。しかし、遺構の

状態をみると畝が等間隔に並んだ、畑の状態である。今まで安中市内の河川流域で確認されている

水田祉はAs~B直下のもので、今回の遺構と時代が異なるが、そのような状態で栽培されたも

のではなく、いわゆる陸稲の状態で栽培されていたものと推測される。
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付編 秋間川下流遺跡群の自然科学分析

株式会社古環境研究所

1.秋間川下流遺跡群の遺構を覆う士層について

1.はじめに

群馬県域に分布する完新世に形成された地層には、浅間火山や榛名火山などのほか、南九州の

鬼界カルデラから噴出したテフラ(いわゆる火山灰)が数多く分布している。これらのテフラの

多くについては、すでに噴出年代が知られており、これら示標テフラと遺物包含層や遺構との層

位関係を求めることで、遺物や遺構の年代を知ることができるようになっている。

そこで、年代が不明な畠関連の遺構が認められた秋間川下流遺跡群においても、地質調査を行

って士層およびテフラの記載を行い、遺構の年代に関する資料を収集することになった。調査分

析の対象となった地点は、 C区東畠、 C区西畠、 B区東畠、 B区西畑、 A区畠である。

2.土層層序

C区東畠およびC区西畠は、ともに成層したテフラ層により覆われている。 C区東畠での成層

したテフラ層は、下位より褐灰色中粒軽石層(層厚 3cm，軽石の最大径8mm，石質岩片の最大径

3mm)、暗灰色粗粒火山灰層(層厚 1cm)、褐色組粒軽石層(層厚3cm，軽石の最大径18mm，石質

岩片の最大径5mm)、かすかに成層した黄灰色中粒軽石層(層厚llcm，軽石の最大径8mm，石質岩

片の最大径3mm)、褐色粗粒軽石層(層厚15cm，軽石の最大径32mm，石質岩片の最大径5mm)、桃

灰色細粒軽石層(層厚 9cm，軽石の最大径4mm，石質岩片の最大径2mm)からなる(図 1)。褐色

および、黄色の色調は、鉄分の付着による。この成層したテフラ層は、その層相から1783(天明 3)

年に浅間火山から噴出した浅間A軽石 (As-A，荒牧， 1968，新井， 1979) に同定される可能性

が高い。 C区西畠を覆う成層したテフラ層も、同じ層相からなり、 As-Aに同定されるものと思わ

れる。

なお、 C区東畠の成層したテフラ層の上位には、下位より黄褐色砂質土(層厚3cm)、若干褐色

がかった灰色士(層厚6cm)、褐色士(層厚 1cm)、灰色土(層厚12cm)が認められる。

これに対し、 B区東畠、 B区西畠、 A区畠を覆う軽石層は、同様な粒径および色調の軽石から

なるものの、それには上述のようなAs-Aに特徴的な成層構造は認められない。このことから、こ

れらの畠を覆う軽石層は、何らかの捷乱を受けたAs-Aと考えられる。
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小結3. 

秋問川下流遺跡群で検出された畠関連の遺構を覆う土層について観察記載を行った。その結果、

B B区東畠、C区東畠および、西畠についてはAs-Aにより埋没したものと考えられた。その一方、

As-Aの撹乱層により覆われているものと考えられた。A区畠については、区西畠、
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II. 秋間川下流遺跡群における植物珪酸体(プラント・オパール)分析

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02) が蓄積したものであり、植

物が枯れたあとも微化石(フラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物

珪酸体(プラント・オパール)分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イ

ネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査が可能である(藤原・杉山， 1984)。

秋問川下流遺跡群の発掘調査では、 As-A直下もしくはAs-A境乱層直下から畠遺構が検出され

た。ここでは、同遺構におけるイネ科栽培植物の同定を主目的として分析を行った。

2. 試料

試料は、 C区東畠、 C区西畠、 B区東畠から採取された6点である。試料採取箇所を分析結果

図に示す。

3. 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、フラント・オパール定量分析法(藤原 1976)をもとに、次の手

順で行った。

1)試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2)試料約 19に対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤によりO.lmgの

精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550
0C・6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・42KHz・10分間)による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下

で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚

分の精査に相当する。試料 19あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビー

ズ個数の比率をかけて、試料 19中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体 l

個あたりの植物体乾重、単位:10-5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を

算出した。イネ(赤米)の換算係数は2.94、ヨシ属(ヨシ)は6.31、ススキ属(ススキ)は1.24、
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タケ亜科は0.48である。

4. 分析結果

畠作跡の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、オオムギ族、ヨシ

属、ススキ属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、

その結果を第1表および、第10図に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5. イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネをはじめオオ

ムギ族(ムギ類が含まれる)やヒエ属型(ヒエが含まれる)などがある。このうち、本遺跡の試

料からはイネおよびオオムギ族が検出された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性について考察

する。

イネは、分析を行ったすべての試料から検出された。このうち、 B区東畠では密度が6，000"-'

6，100個/gと高い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている3，000個/gを上

回っている。また、 C区東畠でも2，900"-'4，400個/g、C区西畠でも2，200"-'3，000個/gと比較的高

い値である。したがって、これらの畠遺構では稲作が行われていた可能d性が高いと考えられる。

オオムギ族(穎の表皮細胞)は、 C区西畠の畝間(試料2)から検出された。ここで検出され

たのは、ムギ類(コムギやオオムギなど)と見られる形態のもの(杉山・石井， 1989)である。

密度は1，000個/g未満と低い値であるが、穎(籾殻)は栽培地に残されることがまれであることか

ら、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。したがって、同畠遺構ではム

ギ類が栽培されていた可能性が高いと考えられる。

6. まとめ

植物珪酸体(プラント・オパール)分析の結果、 C区東畠、 C区西畠、 B区東畠のすべての試

料からイネが多量に検出され、それぞれイネが栽培されていた可能性が高いと判断された。また、

C区西畠では少量ながらオオムギ族(穎の表皮細胞)が検出され、ムギ類が栽培されていた可能

性も認められた。
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第 1表 安中市、秋問川下流遺跡群におけるプラント・オパール分析結果

検出密度(単位:X100個jg)

地点・試料 C区東畠 C区西畠

分類群 学名 1 2 1 2 

イネ 。ηzasativa (domestic rice) 44 29 22 30 

オオムギ族(穎の表皮細胞) Wheat husk Phytolith 

ヨシ属 Phragmites (reed) 22 7 

ススキ属型 Miscanthus type 22 15 

タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 148 117 75 61 

検出密度(単位:X100個jg) 

イネ Oryza sativa (domestic rice) 1.31 0.86 0.66 0.89 

ヨシ属 Phragmites (reed) 1.40 0.47 

ススキ属型 Miscanthus type 0.28 0.18 

タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 0.71 0.56 0.36 0.29 

※試料の仮比重を1.0と仮定して算出。
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